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 先日、５・６年生の児童たちが校長室へやってきて、書写の時間に書いた「今年の決意

を習字で」を見せてくれました。その数日前、半紙に練習をしていたのは知っていたので

すが、本番は色紙に書き、落款まで押してあり、かなり立派に仕上がっていました。どう

してこの文字を選んだのか一人ずつ説明している姿を見ていると何とも頼もしくもあり、

よく考えたなと感心させられました。実は私もかつて中学生に学級活動の中で「書き初め」

と称して、この一年の抱負を漢字１文字で表して発表させたことが何度かありました。そ

の頃のことも思い出し、何とも懐かしくもありました。以下にその文字を選んだ理由を紹

介します。 

福・・友だちや家族が幸せになってほしいから 

夢・・夢を実現させたいから 

結・・自分の名前に使われているし、人とのつ

ながりを大切にしたいから、 

友・・友だちを大切にしたいから 

躍・・大きく羽ばたきたい（飛躍）から 

命・・命を大切にしたいから 

優・・みんなに優しさをあげたいから 

喜・・みんなに喜びをあげたいから 

絆・・友だちとの絆を大事にしたいから 

折れない精神（一文字ではありませんが）   ※琉郁さんの写真がなくてごめんなさい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入鹿小だより 
熊野市立入鹿小学校 
校長  樋口 佳洋 
平成 30 年２月１日 
  第 ２２ 号 

 ２日（金） ＡＬＴ、ＳＣ来校、クラブ、第 2回育友会役委員会 19:00～ 

４日（日） 紀南Ｐ連大会 

７日（水） 花いっぱい運動 10:30～ 

８日（木） 食育指導 

９日（金） ＡＬＴ来校、児童会･委員会 

10 日･11 日(土･日) 紀南の子ども作品展（木本小講堂） 

１７日（土） 土曜授業（親子でゴミ拾い 8:30～ 金竜橋、Ｂ＆Ｇをスタートし入中へ） 

１９日（月） 歯みがき指導、人権フォーラム（５･６年生対象）、入鹿中入学説明会 

２０日（火） ５年生保護者会 (育友会)19:00～ 

２３日（金） ＡＬＴ来校、クラブ、集金日 

入鹿小学校ホームページ http://www.kumano-city.ed.jp/esiruka/ 

 



 

 

食べたあとのお楽しみ 
 果物の話の続きです。前回登場した果物の木は、私が赴任した時にはすでに植わってお

り、おそらく開校時からあったものだと思います。しかし、それとは別にあとから植えた

ものもありました。植えた張本人は、何を隠そう、私の娘です。みなさんもくだものを食

べたあと、種をまいた経験があるでしょう。「種を植えたら木

が育ち、もう一度実を食べることができる」と考えて植えて

みませんでしたか。うちの娘もそのように考え、まず、パパ

イヤを食べたあとの種を学校のプランターに十数個植えてみ

ました。上段の写真は植えてから数カ月たったころだったと

記憶していますが、２０～３０ｃｍ程に育っています。ある

程度育つかもしれないとは思いましたが、この育ち方はまっ

たくの予想外でした。 

 ところが驚きはこれで終わりではありませんでした。ある

程度育ったところでいちばん元気がよさそうなものをプール

脇に植えたのですが、帰国直前には中段の写真のように、上

の方にパパイヤの実がなってきました。おわかりいただける

でしょうか。ここまで来るとまさに「木」で、高さは４～５

ｍほどあります。たまたま食べた果物の種を植えたところ、

立派な木に成長し、実までつけたのです。熱帯の植物の生命

力には本当に驚かされます。 

 また、パパイヤがある程度育った段階でパイナップルでも

実験してみました。葉がついているパイナップルを買ってき

たら、まず、葉と実を切り分けますよね。葉の下には少しばかり実がついた状態で。この

少しばかりの実を土の中に植えて育ててみました。以前から派遣教員の間で、パパイヤも

パイナップルもきちんと実をつけるらしいと話にはあがっていましたが、実際にした者は

いませんでした。ならばと娘がしてみた次第です。下段の写真が育って実をつけたパイナ

ップルなのですが、皆さんはパイナップルがどのような状態でなっているかご存知でした

か。一般的な果物のように木になってぶら下がっているのではありません。茎は上へ上へ

と延び、その先端にいつも見る方向に実がなります。チューリップの花をイメージし、チ

ューリップの花をパイナップルに変えていただければよろしいかと思います。この写真も

帰国直前に撮影したものですが、パパイヤもパイナップルもこれくらい育つのに２年ほど

かかったと記憶しています。インターネット上ではパイナップルは寒さ対策をすれば日本

でも同じことができるとありますが、一度試してみてはいかがでしょうか。 

  


